
Ⅳ アンケート調査概要

本特集編で紹介した「気候の変動や災害」をテーマとした関係者へのアン

ケート調査の概要は以下のとおりです。

なお、末尾ながら、本アンケートにご協力いただいた各位に対し、厚くお

礼申し上げます。

□実施時期：平成24年12月～25年1月

□調査客体と回答（回答者数/客体数（回答率））

○農業者 348人・法人

・農業者モニター 164人/178人（92％）

・農業生産法人 36法人/59法人（61％）

・土地改良区(国営事業)構成農業者 148人/216人（69％）

○農業協同組合営農担当者 61人

○県農業関係職員 227人

・農業革新支援専門員 22人/28人（79％）

・普及指導センター担当者 163人/212人（77％）

・家畜保健衛生所担当者 21人/31人（68％）

・試験研究機関担当者 18人/28人（64％）

・農業土木関係担当者 3人/7人（43％）

注：各図の割合は四捨五入しており、合計しても100％にならない場合があります。

果樹生産における温暖化の影響評価と果樹栽培適地の精密移動予測 (独)農研機構果樹研究所

温暖化及び二酸化炭素濃度上昇が野菜及び花生産に及ぼす影響評価 (独)農研機構野菜茶業研究所

秋冬季温暖化条件下での茶の減収要因解明と生産安定技術の開発 (独)農研機構野菜茶業研究所

果樹における影響評価に基づく適応技術の提示 (独)農研機構果樹研究所

温暖化が野菜・茶の生産と虫害発生に及ぼす影響評価と適応技術の提示 (独)農研機構野菜茶業研究所

果樹の樹体及び果実の生理障害軽減技術の開発 (独)農研機構果樹研究所

野菜・花きの生産安定技術の開発 (独)農研機構花き研究所

温暖化による茶の収量・品質低下制御技術の開発 (独)農研機構野菜茶業研究所

高温環境下での家畜の繁殖障害を予察するための診断技術の開発 (独)農研機構動物衛生研究所

繁殖母豚の生産性安定化のための飼養管理技術の開発 東京農工大

飼料トウモロコシ害虫の発生予察技術の開発と分布拡大予測及び被害リスク評価 (独)農研機構九州沖縄農業研究センター

寒地における夏季草地造成の安定性に関する広域予測 (独)農研機構北海道農業研究センター

乳牛の育成・周産期・泌乳に及ぼす高温ストレスの影響評価の高度化と適正給与技術の開発 (独)農研機構九州沖縄農業研究センター

乳牛舎における暑熱指標と脱石油エネルギー型防暑対策技術の開発 (独)農研機構畜産草地研究所

中枢におけるセロトニン神経機能の強化によるウシの体温調節機能改善技術の開発 (独)農業生物資源研究所

飼料用麦類の冬枯れ発生予測マップの作成と被害軽減技術の開発 (独)農研機構畜産草地研究所

温暖化に対応した寒地における永年草地の夏季造成技術の開発 (独)農研機構北海道農業研究センター

温暖化により多発するトウモロコシ根腐病の対策技術の開発 (独)農研機構畜産草地研究所

広域水配分・還元・管理モデルによる全国レベルの灌漑への温暖化影響評価 (独)農研機構農村工学研究所

気候変動下における地下水環境の脆弱性評価のための指標の開発 (独)農研機構農村工学研究所

高潮や洪水の規模増大による低平農地への温暖化影響評価法の開発 (独)農研機構農村工学研究所

水田や貯水池・ため池の持つ災害低減機能を利活用した温暖化対策技術の開発 (独)農研機構農村工学研究所

地下ダムや淡水レンズに与える温暖化影響評価と対策技術の開発 (独)農研機構農村工学研究所

温暖化に対応した低平農地・海岸域における施設計画・管理方式の提案 (独)農研機構農村工学研究所

高温障害対策としての用水管理手法の開発 (独)農研機構農村工学研究所

５．水及び土地資源における影響評価と適応技術の開発

３．果樹・野菜等の園芸作物及び茶における影響評価と適応技術の開発

４．畜産・飼料作物における影響評価と適応技術の開発
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第１章 九州農業の主要指標の動き

１ 主な農作物生産の動き

（１）水稲

平成24年産水稲は、出穂期

以降おおむね天候に恵まれ登

熟は順調に推移したものの、

田植期以降の日照不足等によ

る初期生育の遅れや台風及び

病害虫の被害が見られたこと

から、作況指数は97、収穫量

（子実用）は89万5,700ｔとな

りました。

（２）麦類（４麦）

24年産４麦（小麦、二条大

麦、六条大麦及びはだか麦）

の収穫量は16万5,900ｔで、収

穫期の降雨の影響により倒伏

や穂発芽の発生が多かった前

年産に比べて6,900ｔ (４％）

増加しました。

（３）大豆

24年産大豆は、他作物への

転換による作付面積の減少や

は種の遅れから着さや数が少

なかったことにより10ａ当た

り収量が低下したことから、

前年産に比べて収穫量は3,600 ｔ

（８％）減少し４万100ｔとな

りました。
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図 １ － １ 水 稲 収 穫 量 等 の 動 き

資 料 ： 農 林 水 産 省 「 作 物 統 計 」

資 料 ： 農 林 水 産 省 「 作 物 統 計 」

資 料 ： 農 林 水 産 省 「 作 物 統 計 」

図 １ － ３ 大 豆 作 付 面 積 等 の 動 き

図 １ － ２ 麦 類 （ ４ 麦 ） 作 付 面 積 等 の 動 き
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３ 農業産出額の動き

平 成 2 3年 の 農 業 産 出 額 は

１兆6,227億円で、野菜、果実

の産出額は前年に比べて価格

の低下により減少したものの、

米及び畜産物の価格上昇によ

り総額では前年に比べて101億

円（0.6％）増加しました。

また、県別にみてみると、

福岡県2,177億円（全国14位）、

佐賀県1,243億円（同26位）、長崎県1,421億円（同22位）、熊本県3,113億円（同

５位）、大分県1,331億円（同23位）、宮崎県2,874億円（同７位）、鹿児島県

4,069億円（同３位）となっています。

４ 農地の動き

平成24年７月15日現在の耕地

面積は55万4,300haで、前年に

比べて2,600ha減少しました。

種類別にみると、田が1,400

ha、畑が1,100ha、それぞれ減

少しています。

５ 農家数の動き

平成 24年２月１日現在の販

売農家数は 22万３千戸で、前

年に比べて５千戸 (２％ )減少

しました。
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図 １ － ７ 農 業 産 出 額 の 動 き

資 料 ： 農 林 水 産 省 「 生 産 農 業 所 得 統 計 」

図 １ － ８ 耕 地 面 積 の 動 き

資 料 ： 農 林 水 産 省 「 耕 地 及 び 作 付 面 積 統 計 」
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資料：農林水産省「農林業センサス」、「農業構造動態調査」
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２ 主な畜産の飼養頭数の動き（平成24年２月１日現在）

（１）乳用牛

飼養戸数は1,970戸で前年

に比べて80戸（４％）減少し

ました。

ただし一戸当たり頭数は増

加しており、飼養頭数も11万

9,700頭と、前年に比べて600

頭（１％）増加しました。

（２）肉用牛

飼養戸数は２万 8,80 0戸で

前年に比べて1,600戸（５％）

減少しました。

飼養頭数は97万５千頭で、

前年に比べて9,100頭（１％）

減少しました。

（３）豚

飼養戸数は1,840戸で、前年

に比べて 30戸（２％）増加し

ました。

飼養頭数は308万３千頭で、

宮崎県の口蹄疫からの飼養再

開 に よ り 前 年 に 比 べ て 1 0 万

１千頭（３％）増加しました。
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図１－４ 乳用牛の飼養頭数等の動き

資 料 ： 農 林 水 産 省「 畜 産 統 計 」
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図１－５ 肉用牛の飼養頭数等の動き
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資料：農林水産省「畜産統計」

注：平成22年はセンサス年のため調査を実施していません。
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図 １ － ７ 農 業 産 出 額 の 動 き

資 料 ： 農 林 水 産 省 「 生 産 農 業 所 得 統 計 」

図 １ － ８ 耕 地 面 積 の 動 き

資 料 ： 農 林 水 産 省 「 耕 地 及 び 作 付 面 積 統 計 」
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資料：農林水産省「農林業センサス」、「農業構造動態調査」
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２ 主な畜産の飼養頭数の動き（平成24年２月１日現在）

（１）乳用牛

飼養戸数は1,970戸で前年

に比べて80戸（４％）減少し

ました。

ただし一戸当たり頭数は増

加しており、飼養頭数も11万

9,700頭と、前年に比べて600

頭（１％）増加しました。

（２）肉用牛

飼養戸数は２万 8,80 0戸で

前年に比べて1,600戸（５％）

減少しました。

飼養頭数は97万５千頭で、

前年に比べて9,100頭（１％）

減少しました。

（３）豚

飼養戸数は1,840戸で、前年

に比べて 30戸（２％）増加し

ました。

飼養頭数は308万３千頭で、

宮崎県の口蹄疫からの飼養再

開 に よ り 前 年 に 比 べ て 1 0 万

１千頭（３％）増加しました。
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図１－４ 乳用牛の飼養頭数等の動き

資 料 ： 農 林 水 産 省「 畜 産 統 計 」
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資 料 ： 農 林 水 産 省「 畜 産 統 計 」

図１－５ 肉用牛の飼養頭数等の動き
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図 １ － ６ 豚 の 飼 養 頭 数 等 の 動 き

資料：農林水産省「畜産統計」

注：平成22年はセンサス年のため調査を実施していません。
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